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市

長

、

市

議

(

補

欠

)

選

挙

に

は

一一一一一ト

り

人

も

れ

な

く

投

票

所

ノ¥

よ

き
た
る
す
二
月
八
日
は
、
大
村
市
長
選
挙
お
よ
び
大
村
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午

後
六
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

ふ
だ
ん
着
や
仕
事
着
の
ま
ま
で
結
構
で
す
か

ら
、
一
人
も
れ
な
く
投
票
所
へ
出
か
け
て
正
し
い
投
票
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

盲
人
で
点
字
に
よ
り
投
票
す
る

人
も
投
票
所
で
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

絶投

ぉ 対 票

リ に の
守秘

まら密

すれは

て

一尾
)

一
〔
農
政
功
労
〕
高
木
隆
舟
ノ

(府
川

一
内
郷
)
太
田
作
次
郎

(四
の
郷
)

一
森
周
作

(並
松
郷
)

県
で
は
十
一
月
二
十
一
言
勤
労
吉
扇

町

)

一

〔

厚
生
許
功
労
〕
橋
本
作

二

感
謝
の
自
に
各
種
功
労
者
の
表
彰
一
〔
紺
綬
褒
章
〕
高
島
菊
江
(
大
村
一
(
原
口
郷
)

式
を
行
な
い
、
中
央
表
彰
の
伝
達
一市
一
五
O
番

地

)

一

〔

社

会

福

祉

功

労

〕
松
尾
寅
雄

と
県
知
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
一
〔
褒
状
〕
九
州
電
力
株
式
会
社
大

一
(原
口
郷
)

が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
村
市
の

一村
発
電
所
(
所
長
北
原
栄
三
郎
)

一
〔環
境
衛
生
功
労
〕
森
秀
男

(机

か
た
で
伝
達
、
表
彰
を
受
け
た
か
一「
住
民
登
録
人
口
移
動
統
計
泊
一
出
部
郷
)
今
給
笠
間
美
(
下
田
町
)

た
は
つ
ぎ
の
色
お
り
で
す
。

一労
〕
大
村
市

一
(傷
い
軍
人
援
護
功
労
〕
故
戸
島

(
敬
称
略
)

一
【
各

種

功

労

者

】

一

久
四
郎

(四一
ニ
城
町
)

(庶
務
課
)
一

県
知
事
表
彰

一
〔
納
税
功
労
〕
大
村
市
本
小
路
納

【
中

央

表

彰

伝

達

】

一〔
人
命
救
助
〕
松
添
修
(
田
下
郷
)
一
税
組
合
(
代
表
永
石
善
太
郎
)

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

一
〔
音
産
功
労
〕
卒
野
源
治
(
原
口

〔
踏
綬
褒
章
〕
卒
山
久
之
助

(東
一郷
)
石
上
繁
雄
(
岩
松
郷
下
針
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投

票

用

紙
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色

わ

け
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挙
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市

長

選

挙
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黒
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補

長
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三
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錦

市
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ミ
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副

帆
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4
市
刈

川t
 

村

怖

補

欠

選

挙
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大
ー
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=
E
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E
z
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z
z
z
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
じ
し
て
く
だ
さ
い
三三=一
三1

会

一
一
一
ロ
月
8
日
執
行
の

説

一
一
大
村
市
長
選
挙
に
お

:
.
一
一
-
け
る

立

会

演

説

-
J
一一

会

を
、
つ
ぎ
の
回

全
一

一
一
一
程
で
閉
山
憎
い
た
し
ま

I
Lす
の
で
お
知
ら
せ
い

・1

・
5

た
し
ま
す
。

ロ
月
5
日
午
後
七
時
か
ら

大
村
市
立
竹
松
小
学
校

ロ
月
6
日
午
後
七
時
か
ら

大
村
市
中
央
公
民
舘
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==-Ee---=・=二一一
一一一-==
-Ez--===一一一一===
=====ニ==
-Ez
-------zz====aa--zz--=
==一一一一===z-====-=
=====

最
近
、一
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
事
も
①
通
学
、
通
勤
の
途
中
お
よ
び

川
飛
出
し
ナ
一
相
当
あ
り
ま
す
。
一
平
素
の
外
出
な
ど
の
際
じ
は
、
現

川
イ
フ
、
あ
一
年
末
の
犯
罪
多
発
期
を
控
え
、
一
物
類
の
持
ち
歩
き
を
や
め
さ
せ
る

川
い
く
ち
、

一普
察
で
は
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
一
ょ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

l

J

叩
チ
ヱ

l
ン
一
十
二
月
四
日
ま
で
七
日
間
「
現
物
一
①
法
令
に
よ
っ
て
所
持
を
禁
じ

η
一

申

請

書
用
紙
は
、
農
業
委
員
会

州

一

一

同一

v

メ
リ
ケ
ン
一
を
持
た
な
い
運
動
」
を
実
施
し
て
一ら
れ
て
い
る
加
物
は
、
自
発
的
に

認

一

を

経

由

し

て

資

格

の

あ

る

世

帯
へ

v

一

一

日

朝

一

川

サ

ッ
ク
、
一

い

ま

す

。

一

普

察
署
へ
届
け
出
る
よ
う
す
す
め

1
間一

配

布

い

た

し

ま

す

が

、

資

格

が

あ

刊

一

一

c一

1

附
手
製
け
ん
一
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
不
必
要
な
一
て
く
だ
さ
い。

月

2

-る
世

帯

で

申

請

書

の

配

布

が

な

し

判

一

一

口
調
一

毎
年
十
二
月
一
日
現
在
で
費
一

①

一
反
歩
以
上

の
耕
作
の

一場
合
は
、
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
一

五
な
ど
の
一
刃
物
を
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
、
っ
一

①
業
務
、
そ
の
他
正
当
な
苦

手
候
一
ず
る
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
業
務
を
営
む
者
お
よ
び
同
居
の
親

一

一

叩
恋
物
を
用
一
ぎ
に
よ
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
一に
よ
っ
て
、
刃
物
類
を
持
ち
歩
く

ヨ一

一
会
事
務
局
ま
た
は
農
業
委
員
会
あ
一

l

一

一

ド

辺

美

名
薄
の

登
録
申
請
書
の

一族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

二

る

い

は

出

張

所

へ

申

出

て

く

だ

さ

一

…

い

た

犯

と

す

と
と
も
に
、
注
意
し
て
も
聞
か
十
と
き
は
、
て

タ

に
入
れ
る
な
ど

リ
同
一
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
な
い

均年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日
↓
;

一

加

が

非

情

に

一

な

い

人

は

も

よ

り

の

駐

在

所

ヘ

周

一

携

帯

の

万

法

に

つ
い
て
指
唱
し
て

刊

誌

ま
す
の
で
、
資
梢
の
あ
る
人
は
も

-以
上

耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
一
l

一

川

ふ

え

、
大一
け
て
い
た
だ
き
、
殺
侮
事
件
の
な
一
く
だ
さ
い
。

間
…
m一れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一者
(
内
縁
関
係
省
は
含
ま
れ
ま
一
〔
申
請
書
の
提
出
先
〕

一

円

村
市
で
も
一
い
明
る
い
町
つ
く
り
に
ど
協
力
く
一

議

場
で
は
、
訪
智
ひ
そ

印刷一

一せ
ん
J

)

」

大

村
市
農
業
委
員
会
(
市
役
所

一昨
年
中
十
四
名
の
少
年
が
検
挙
さ
一
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
一
か
に
製
作
し
た
り
、
持
ち
出
し
た

j

【

資

格

を

有

す

る

者

】

一

一

一

一

一

一

②

昭
和
十
六
年
三
月
六

万

一

れ

て

い

ま

す

。

一

【

実

施

要

3

一
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
資
材
、

工

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に
一

固
ま
で
に
庄
れ
た
者

一

な
お
、
不
明
の
点
は
、
大
村
市
一
乙
の
少
年
の
中
に
は
、
刃
物
を
一

必

下

一

具
類
の
管
制
を
泊
正
に
レ
て
く
だ

住
所
を
有
す
る
者
で
つ
ぎ
に
該
当
一

一選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く

一
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
ん
な
一
家
庭
、
職
場
な
ど
で
守
っ
て
い
一
さ
い
。
(
大
村
持
政
者
)

ず

る

者

一

L

だ
さ
い
。
(
選
挙
管
理
委
員
会
)
一
重
大
な
事
併
を
引
き
起
さ
ず
に
す
一
た
だ
き
た
い
乙
と
が
ら

大村市政だ

投
票
の
注
意

いイサー
o ，/¥ 

そ
の
旨
申
し
出
て
く
アご
さ

を

川
字
が
書
け
な
い
人
や
川

川
点
字
で
投
票
す
る
人
川

入

場

券

〈毎月1日，10日，!0日発行〉

必

ず

持

っ

て

農
委
の
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
は
五
日
ま
で

(ー)

門
申
請
期
間
】

十
二
月
一
日
か
ら
十

月
五
固

ま
で
。

刃物を持たない運 動

親たもの注意が必要

新
年
名
川
刊
誌
説
会
日
昭
和
三
十
六
年
一
月
一
日
午
前
十
一
坊
、
大
利
市
中
央
公
民
館
、
申
し
込
み
は
十
二
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
会
費
白
五
十
円
を
添
え
て
庶
務
抑
制
秘
書
係
へ

実
弾
射
撃
日
を
追
加

本
紙
，型

勺
で
大
村
部
隊
の
実
蝉
射
撃
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
十
二
月
の
う
ち
つ
ぎ
の
期
日
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ム
士
一
月
四

・
九
・
十

・
十

一
日

午
前
七
時
(
投
票

開

始

)

分

間

吹

日鳥

火
災
と
治
ま
ち
が
い
に
な
ら

な
い
よ
う
に
沿
頗
い
し
ま
す

間 J

i，EJJ，~ 
!jG]'j 
igj 
::磁

年
賀
状

小
包
は

あ
な
た
が
、
ど
の
候
補
者
に
投

票
し
た
か
と
い
う
と
と
は
、
絶
対

わ
か
り
ま
せ
ん
。

投
票
の
秘
密
は
か
た
く
保
障
さ

投
票
所
に
は
、
必
ず
投
票
所
入

一

ケ
ガ
を
し
て
字
が
書
け
な
い
人
一
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
安
心
し
て

場
券
を
持
参
レ
、
受
付
へ
提
出
し
一
や
字
を
知
ら
な
い
人
は
、
投
票
所
一
正
し
い
投
票
を
い
た
レ
ま
し
ょ
う

て
〈
だ
さ
い
ι

一で
そ
の
旨
申
し
出
に
な
れ
ば
代
理

一

(

市

選

挙

管
理
委
員
会
)

入
場
努
を
な
く
し
た
人
は
、
受
」
投
票
を
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。一

早
め
に

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
を
十

一
一
月
十
五
日
か
ら
は
じ
め
ま
す

年
末
に
は
年
賀
状
や
小
包
が
一

時
に
殺
到
し
ま
す
の
で
、
遅
延

す
る
乙
と
が
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
か
ら
、

字
賀
状
や
小
包
は

早
め
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ぜ
ひ
と
協
刀
を
お
願
い

し
ま
す
。

川
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
三
日

ご
ろ
ま
で
に

小
山
年
末
小
包
は
十
二
月
十
五
日

ご
ろ
ま
で
に

名
あ
て
は
府
県
名
を
入
れ
て
、

で
き
る
だ
吋
く
わ
し
く
書
い
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
賀
は
が
き
は
、
組

で
た
ば
ね
て
出
し
て
く
だ
さ

い

。

(

大

村

郵

便

局
)

お
魚
は
清
潔
な
庖

で
買
い
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
お
屈
で

お
魚
を
闘
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か

魚
は
わ
た
し
た
ち
の
食
住
活
の

う
え
で
、
も
っ
と
も
手
涯
な
タ

ン
白
源
と
し
て
背
か
ら
非
常
に

沢
山
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
半
面
、
恐
ろ
し

い
食
叩
講
の
大
半
は
魚
や
、
そ

の
加
工
品
が
原
凶
に
な
っ
て
い

ま
す
。

魚
を
買
う
時
に
は
つ
ぎ
の
こ

と
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

①
た
と
え
値
段
は
安
く
て
も
ト

ロ
箱
に
覆
い
も
せ
ず
、

ハエ

の

た
か
っ
た
よ
う
な
不
棋
な
庖
、

取
扱
い
の
悪
い
屈
で
は
決
し
て

買
わ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ?っ。
②
勝
手
に
手
で
魚
を
い
ぢ
り
ま

わ
す
よ
う
な
乙
と
は
悩
み
ま
し

ょ
う
。
魚
の
鮮
度
を
揺
す
ば
か

り
か
、
恐
ろ
し
い
細
面
が
つ
い

た
り
し
て
食
中
器
の
危
険
が
非

常
に
多
い
も
の
で
す
。

(
大
村
保
健
所
)

市
内
職
場
対
抗

柔
道
大
会

ム
時

・
十
二
月
凶
日
(
日
)
午

前
九
時

ム
断

・
中
央
公
民
卸

職
場
、
部
隊
、
学
校
参
加
優
防

旗
争
奪
戦
か
開
催
4
C
れ
ま
す
の

で
一
般
の
参
似
を
似
辿
し
ま
ヲ

(
出
救
護
)

電
話
の
場
所
変
更

な
ど
に
つ
い
て

大
村
電
報
隠
話
同
で
は
蹴
話

の
自
動
化
へ
の
き
り
か
え
に
と

も
な
い
、
大
村
、
竹
位
、
松
胤

局
所
属
の
市
話
機
の
設
凶
場
所

の
変
良
や
室
内
の
移
転
、
支
悩

電
柱
の
移
転
な
ど
の
注
文
が
あ

っ
た
場
台
は
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
も
の
の
ほ
か
は
、
き
た
る

十
二
月
二
十
日
ま
で
の
受
付
け

の
分
は
年
内
に
工
事
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
後

ω受
付
け
の
分

は
年
内
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
三

月
末
ま
で
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

乙
れ
は
三
月
中
旬
完
成
予
定
の

自
動
電
話
故
式
工
事
の
遂
行
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
や

む
を
得
な
い
措
置
で
、
し
ば
ら

く
と
学
ほ
F
つ
に
だ
さ
い
。

な
お
、
付
属
(
切
瞥
)
電
話

機
、
そ
の
他
の
付
属
器
の
注
文

も
来
年
四
月
ま
で
は
工
事
や
材

料
等
の
都
合
で
受
け
つ
け
る
乙

と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。

(
大
村
見
報
電
話
局
)

電
話
交
換
手
を
募
集

竹
松
部
隊
で
は
電
話
交
換
手

(
一
名
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
は
①
昭
和
三
十
五
年
十
二

月
}
日
現
在
尚
二
十
才
ま
で
の

女
子

ω忠
志
以
上

ω大
村
市

内
居
住
者
①
構
内
(
軍
話
)
交

換
取
扱
者
認
定
証
所
持
者
。

申
込
み
は
十
二
月
四
日
ま
で
竹

松
部
隊
業
務
隊
総
務
科
へ
。

(
竹
松
部
隊
)

市
職
員
の
採
用
試
験

申
込
は
ωω
日
ま
で

市
は
地
方
公
務
員
法
の
規
定

に
基
き
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
職

員
の
採
肘
試
験
を
行
な
い
ま
す

①
試
験
の
対
象
と
な
る
臓
お

よ
び
桜
用
人
員

一
般
事
務
職
若
干
名

②
受
験
資
格

一
刊
学
肢
は
間
わ
な
い
が
尚
等
学

校
卒
業
程
肢
の
学
力
を
・
掛
し
ま

す。例
年
令
昭
和
十
年
四
片
二
日

か
ら
附
和
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
も
の

料
大
村
市
内
じ
居
住
す
る
も
の

③
試
験
の
方
法
及
ひ
内
容

約
第
一
次
弘
験
H
公
務
員
と
し

て
の
必
要
な
一
般
知
能
お
よ
び

教
養
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
お

よ
び
詔
一品
川
越
位
慎
重

同
第
二
次
副
験
H
H

口
頭
訊
問
、

身
体
償
金
、
作
文

④
試
験
の
日
時
、
場
附

第
一
次
試
験
日
昭
和
三
十
六
年

一
月
八
日
(
日
曜
)
大
村
中
学

校第
二
次
試
験
H
日
時
未
定

大
村
市
役
所
議
場

⑤
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期

間
刊
申
込
用
紙
と
受
験
心
得
は
市

役
所
庶
務
謀
お
よ
ひ
各
出
強
所

で
お
渡
し
し
ま
す
。

郵
便
で
請
来
す
る
際
は
、
十
円

切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

削
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
庶

務
説
人
事
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
ι

付
申
込
期
間

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
五
日
か

ら
附
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
(
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
H

は
正
午
ま
で
)

O
な
お
、
す
で
に
履
陪
審
を
出

し
て
お
ら
れ
る
か
た
も
あ
ら
た

め
て
申
し
込
み
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

(・庶
務
課
)

公
盆
質
屋
か
ら

お
願
い

公
益
加
国
民
の
抗
日
物

ω公
民
処

分
を
、
J
I

ニ
月
二
寸
二
日
C
ろ

実
施
す
る
ヤ
JU--で
あ
り
ま
す
の

で
、
期
出
の
過
き
た
入
賞
物
に

つ
い
て
は
は
小
め
L
担
受
け
、

も
し
く
は
利
上
け
を
送
れ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
期
U
や
そ
の
他
く
わ

し
い
乙
と
は
次
坊
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
(
山
佃
枇
事
掛
所
)



被

保

除

者

証

の

無

効

公

告

六

一

O
六

四

国
口
係
一
原
口
町
七
抗
七
一
こ
の
ニ
ロ
・

1
モ

の

位

三

一

五

八

四

村

上

カ

ヅ

ヱ

三
浜
町

お

・

7
・
日

県

が

保

証

す

る

引

傷

者

更

生

資

金

の

貸

付

け

申

込

み

を

十

二

月

一

日

か

ら

十

日

ま

で

受

付

け

ま

す

。

(

福

一

枇

事

務

所

)

北
地
域
H
九
十
九
万
五
千
円
一
ニ
カ
所
、
融
資
十
カ
所
)
農
道
千

ニ
カ
所
(
融
資
三
カ
所
)
み
か
ん
一
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
み
か
ん
造

一

乙
れ
は
土
地
改
良
霊
と
し
て
一
造
成
開
畑
丈
ク
タ
l
ル
、
開
畑
一
成
開
畑
十
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

別
枠
の
国
の
補
助
、
ま
た
は
低
利
一
?
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
葛
城
、
野
一
耕
地
整
理
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

賞
金
を
受
入
れ
て
つ
ぎ
の
と
お
り
一
回
、
丸
山
地
区
)
一
(
鈴
田
九
語
、
一
言
ニ
カ
所
)

一笑
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
費
H
一
一
一
中
央
地
域
日
四
百
二
十
万
三
一

新
し
い
村
づ
く
り
運
動
の
第
一
一
一
ま
し
た
。
同
地
区
は
柑
き
つ
の
泊
千
三
百
三
十
九
万
五
千
四
、
カ
所
一
千
円
、
四
カ
所
戸
団
体
営
一
カ
所
、
一
注
特
別
助
成
事
業
と
は
国

年
目
皇
賞
と
し
て
、
特
別
助
成
一
望
し
て
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
か
守
二
十
二
カ
所
(
地
区
別
内
駅
了
饗
一
一
一
カ
所
)
用
水
路
千
百
四
十
一
庫
震
で
実
施
す
る
霊

裏
一
千
九
百
八
万
九
千
円
、
一
お
も
な
事
業
で
は
西
地
域
で

Z
開
墾
に
よ
っ
て
、
か
ん
き
つ
が
一
つ

ぎ

の

と

お

り

)

一

七

メ

ー

ト

ル

、

み

か

ん

造

成

開

一

面

助

成

霊

と

は

団

体

重

般
助
成
事
業
二
千
三
百
三
十
九
万
一
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
農
事
放
送
一
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、
病
害
虫
の

一

西
地
域
H
一ニ
百
七
十
万
八
千
一
畑
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
向
木
場
一

一

一

一

一

一

地

改

良

事

業

と

し

て

高

率

国

庫

補

五
千
円
の
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
各
地
一
体
'設
を
竹
松
農
協
が
計
画
し
、
現
一
駆
除
は
個
々
に
耕
地
の
一
隅
に
あ
一
円
、
一
ニ
カ
所
(
融
資
三
カ
所
)
み
一
後
木
場
、
武
部
地
区
)
一

域
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
一
在
工
事
中
で
十
二
月
に
は
完
成
す
一
る
棄
を
利
用
し
て
い
る
状
態
で

一か

会

議

室

・

七

ヘ

ク

タ
1
一

南

地

域
H
一
千
四
百
四
十
三
室
号
、
ま
た
低
利
資
金
書

の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
一
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
し
た
。
乙
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
一
ル
(
竹
松
地
区
)
一
万
九
千
円
、
十
ニ
カ
所
(
団
体
営
一
入
れ
て
行
な
う
事
業
(
農
林
課
)

で

す

。

一

北

地

域

で

は

萱
瀬
真
の
管
一
病
害
虫
防
除
柔
同
化
す
る
乙
と
一

3
4
5
}ミ
{
4
3
4
!
?
?
r
s

一

一

一

一

優

禿

な

成

績

を

修

め

た

銃

剣

道

部

門

特

別

助

成

事

業

】

再

開

日

当

時

岳

民

間

口

開

設

盛

会

だ

っ

た

市

民

体

育

祭

7
野
清
三
郎
(
斉
藤
)
申
村

事
輩
費
H
一
千
九
百
八
万
九

一

一

一

一

明

美

(
商
業
)
雨
夜
雅
夫
、
鍛
治

干
円
(
習
事
業
二
士

一
百
八
十
一
凶

M
A
U同
日
れ
れ
い
1
一

も

の

と

関

係

者

か

ら

期

待

さ

れ

て

一

体

育

功

労

者

も

表

彰

一

屋

悟

(

大

村

部

隊

)

四

氏

の

表

彰

三

万

二

千

円

、

融

資

事

業

六

百

二

一

一

い

ま

す

。

一

一

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

十
五
万
七
千
円
、
地
区
別
内
訳
つ
一
詩
的
十
時
持
些
農
協
関
係
の
施
設
と
し
て
松
一
第
五
回
市
民
体
言
、
大
村
一
震
に
功
績
が
あ
っ
た
案
書
一
乙
の
あ
と
亀
リ
レ
ー
の
ほ
か
、

ぎ

の

と

お

り

)

一

一

一
市
、
市
教
委
、
市
体
協
共
倒
の
も

一会
小
川
大
基
氏
、
弓
道
協
会
吉
弘
一
婦
人
会
の
マ
ス
ゲ
ー
ム

H
写
真
H

一
水
地
ま
で
百
れ
も
あ
り
、
雨
天
一
原
、
三

浦

に

農

業

倉

庫

を

建

設

中

一

一

一

西
地
域
(
竹
松
、
西
大
村
)
補

一

一
一
と
こ
、
十
一
月
三
日
、
市
営
グ
ラ
一
弁
之
氏
な
ら
び
に
、
全
国
大
会
で
一
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
時
は
非
常
に
主
婦
の
肉
体
的
、
精
一
で
、
三
浦
農
協
に
澱
粉
例
を
設
置
一

t

-

助

事

業

四

百

十

九

万

円

一

一

一ウ
ン
ド
を
叩
心
に
、
六
種
目
競
技

'
d
z
'
t
t
'
f
a
-
-
6
1

一
神
的
苦
痛
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
一

一

句

Zu--v

，fA'Ida-叫

北
地
域
(
松
原
、
福
重
、
萱
潮
)
一

一中
で
す
。
大
村
農
協
は
す
で
に
態
一
が
行
な
わ
れ
ま
し

た

。

泊

1
r
fも

一

ま

し

た

。

一

一

口

T
5
4一
日

本

に

は

現

補

助

事

業

四

百

三

十

九

万

一

千

円

一

一

業

倉

庫

一

棟

が

完

成

、

現

在

は

共

一

入

場

式

は

午

前

九

時

か

色

ニ

コ

コ

九

トド
リ
川

中
央
選
(
大
村
)
補
助
重
一
一
一
一
乙
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
家
一同
集
票
を
建
設
中
で
す
。

一競

技

場

高

か

れ

た

が

、

本

年

は

…

一

嶋

一

一

廷

は

り

百
五
万
九
百
融
資
事
業
百
五
五
労
働
の
軽
減
、
生
活
環
境
の
整

一

一

室

に
参
加
し
た
千
余
名
の
中
で
一
駆
F

J

J

九一一

1
1

十
二
万
七
千
円
一
備
と
生
活
改
善
を
は
か
る
乙
と
が
一
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
水
路
一
少
年
剣
道
部
、
婦
人
会
、
消
防
回
一
一
川
一
ん
で
い
ま
す

0

5
(鈴

田
、
一
ニ
浦
)
補
助
事
一
で
き
重
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
五
本
(
鈴
田
似
田
地

5
1
3注

目

を

あ

び

ま

し

た

。

開

一

三

万

一

同

開

業
百
十
九
万
二
千
円
融
資
事
業
一
南
地
域
で
は
三
浦
松
の
頭
に
一道
二
本
(
箕
島
、
草
原
の
辻
)
一
会
式
で
は
市
長
か

露

杯

護

士

、

一

と

お

も

に

人

家

四
百
七
士
一一

万

円

一

共

同

防

除

施

設

を

十

月

末
完
成
し
一
義
寵
す
る
計
画
で
す
。

与
さ
れ
た
後
、

多
年
、
本
市
の
体

一

一

ご

に

す

む

家

ネ

ズ

河

島

ネ

↑

ミ
類
と
、
山
野

b

・Jt-
に
す
む
野
ネ
ズ

…
一
ミ
類
と
に
わ
け
ら
れ
ま
す
が
、

.

衛
生
面
で
は
ま
ず
家
ネ
ズ
ミ
類

叫
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

閣

の
で
、
そ
の
と
と
に
つ
い
て
考

耐
え
て
見
ま
し
ょ
う。

桝
門
家
ネ
ズ
ミ
の
種
類
〕

恥
家
ネ
ズ
ミ
類
に
は
三
つ
の
種
類

婦

が
あ
り
、
そ
の
名
は
、
ク
マ
ネ

耐

ズ
ミ

・
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

・
ハ
ッ
カ

勃

ネ
ズ
ミ
で
す
。

一一

(ご)

共
同
防
除
施
設
な
ど
完
成

【

一

般

助

成

事

業

】

村
鴨
つ
く
り
運
動
方
二
年
目
の
事
業

お
も
な
事
業
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【
家
ネ
ズ
ミ
の
繁
殖
期
〕

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
も
ク
マ
ネ
ズ
ミ
も

ほ
と
ん
ど
ど
の
季
節
で
も
繁
殖

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

と
く
に
繁
殖
の
さ
か
ん
な
時
期

転

出

は
大
体
春
の
は
じ
め
ご
ろ
と
秋

の
は
じ
め
と
ろ
と
い
わ
れ
ま
す

繁
殖
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま

で
、
は
な
れ
ば
な
れ
に
生
活
し

て
い
た
雌
と
雄
と
が
、
し
ば
ら

く
の
間
同
居
し
て
交
尾
し
、
雌

は
妊
娠
す
る
と
雄
を
追
い
出
し

て
育
児
の
た
め
に
県
を
作
り
ま

す。そ
う
し
て
妊
娠
期
間
二
十
日
前

後
で
出
産
し
、
一
眼
の
子
供
の

数
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
で
は
卒
均
八

ひ
き
、
ク
γ
ネ
ズ
ミ
で
卒
均
六

ひ
き
で
す
。
し
か
し
、
乙
れ
ら

の
子
供
が
み
ん
な
大
き
く
な
っ

て
子
供
を
つ
く
れ
ば
大
変
な
乙

と
に
な
り
ま
す
が
、
ネ
ズ
ミ
に

は
自
然
状
態
で
も
、
病
気
や
食

物
不
足
や
天
敵
の
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
個
体
が
死
に
ま
す
の

で
、
お
も
っ
た
よ
り
は
ふ
え
ま

せ
ん
。

-
〔
家
ネ
ズ
ミ
の
生
活

状
究
】

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
と
ク
マ
ネ
ズ
ミ
は

分
布
地
域
に
若
干
の
違
い
が
あ

ム
当
り
二
七
グ
ラ
ム
を
粉
衣
し

て
ま
き
ま
す
。
ま
た
、
被
害
の

大
き
い
所
で
は
一

0
ア
ー
ル
当

【

水

泊

〕

り

一ニ

i
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
き

架
け
干
し
さ
れ
て
い
る
梢
は
構
に
。
あ
る
い
は
へ
プ
タ
粉
剤

晴
天
が
数
日
間
つ
づ
い
た
後
に
を
一

0
ア
ー
ル
当
り
三
J
四
十

取
り
入
れ
脱
穀
レ
、
二

t
三
日
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
き
縛
に
施
用
し

延
べ
干
し
を
行
な
い
、
じ
ゅ
う
ま
す
。

ぶ
ん
に
乾
か
レ
て
か
ら
制
す
り
〔
な
た
ね
】

を

行

な

い

ま

し

ょ

う

。

今

月

に

植
え
つ
け
る
な
た
ね

【

麦

}

は

植
え
い
た
み
が
な
い
よ
う
、

小
川
賞
の
播
極
通
期
も
す
ぎ
た
と
く
に
注
意
し
て
、
で
き
る
だ

の
で
急
い
で
ま
き
ま
し
ょ
う
。
け
丁
唱
に
植
え
つ
け
、
観
土
や

水
田
で
の
小
授
の
発
芽
の
惑
い
堆
肥
を
よ
く
や
っ
て
根
付
き
が

よ
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

場
合
は
ト
ピ
ム
シ
モ
ド
キ
と
い

う
害
虫
の
被
害
の
が
る
場
合
が

訂
正

H
本
紙
削
号
の
〔
玉

ね
ぎ
〕
の

〔
定
植
の
項
で

「
ニ

多
い
。
ま
き
溝
を
掘
っ
て
み
る

四代
ン
位
の
傑
さ
に
植
え
て
」

と
臼
い
小
さ
な
血
が
多
く
集
ま

の
ニ
四
村
ン
は
二
・
四

日ン

〕

っ
て
、
小
欝
の
芽
そ
た
べ
て
い

〔
抽
苔
の
原
因
の
項
で

「①
二

る

の

が

み

ら

れ

ま

す

。

ー

三

日

ど
ろ
の
卒
均
気
温
」

の

乙
ん
な
所
で
は
ア
ル
ド
リ
ン
ニ

t
一二
日
は
、
二

1
三
月
〕
の

粉
剤
四
%
を
種
子
一
キ
ロ
グ
ラ

誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。
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と
環
境
整
備
を
主
レ
じ
た
環
境
ネ
ズ
ミ
は
そ
の
行
動
闘
の
中
で

的
駆
除
法
ー
セ
が
あ
り
ま
す
。
も
食
事
を
す
益
附
は
大
体
き
ま

環
境
的
駆
隊
法
と
い
う
の
は
、
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
な
る
べ
く

食
物
と
か
く
れ
場
所
を
あ
た
え
自
然
の
餌
場
で
、
ネ
ズ
ミ
の
ふ

な
い
こ
と
で
す
台
、
町
部
で
は
だ
ん
食
べ
な
れ
て
い
る
よ
う
な

台
所
や
ゴ
ミ
箱
、

農
村
な
ら
そ
食
物
に
ま
ぜ
て
や
る
乙
と
が
有

の
上
に
殻
物
置
場
や
家
畜
小
屋
効
で
す
。
ま
た
給
餌
箱
の
よ
う

に
ネ
ズ
ミ
が
侵
入
し
な
い
よ
う
な
も
の
を
使
う
の
も
大
変
よ
い

に
す
る
と
と
で
す。

の
で
す
が
、
ネ
ズ
ミ
は
新
し
い

ネ
ズ
ミ
は
活
動
の
は
げ
し
い
動

物
体
を
非
常
に
普
戒
し
ま
す
か

物
で
一日
に
体
重
の
四
分
の
一

ら
、
し
ば
ら
く
は
無
毒
の
餌
を

入
れ
て
お
い
て
な
ら
ず
必
要
が

あ
り
ま
す
。

乙
れ
は
ネ
ズ
ミ
捕
り
か
と
で
も

同
様
で
し
ば
ら
く
ネ
ズ
ミ
の
出

入
す
る
と
乙
ろ
に
お
い
て
、
ネ

ズ
ミ
が
慣
れ
て
か
ら
餌
を
し
か

け
る
と
よ
く
か
か
リ
ま
す
。

る
と
同
時
に
、
住
み
場
所
に
も

い
く
ら
か
の
ち
が
い
が
あ
り
ま

す。普
通
ク
マ
ネ
ズ
ミ
は
納
庫
の
中

や
屋
根

F

つ
ら
な
ど
に
す
ん
で
い

て、

巣
も
そ
の
よ
う
な
高
い
所

に
つ
く
り
ま
す
が
餌
を
あ
さ
る

時
に
だ
け
台
所
や
土
闘
に
お
り

て
き
ま
す
。

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
家
の
中
よ
り

も
、
む
し
ろ
外
ま
わ
り
の
稗
や

新
し
い
物
に
は
警
戒

慣
れ
て
か
ら
毒
餌
を

下
水
管
の
中
、
家
の
基
硲
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
す
き
ま
の
穴
な

ど
に
巣
を
つ
く
っ
て
い
て
、
夜

に
な
る
と
ム
P
所
の
流
し
口
や
、

通
気
孔
な
ど
を
通
っ
て
家
の
中

に
侵
入
し
て
食
物
を
あ
さ
り
ま

す
。〔

門
家
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
】

ネ
ズ
ミ
駅
除
に
は
毒
餌
や
ネ
ズ

ミ
捕
り
か
ご
を
用
い
た
殺
鼠
法

の
食
物
を
と
ら
な
く
て
は
活
動

が
っ
つ
け
ら
れ
ま
叫
ん
。
乙
う

な
る
と
毒
餌
な
と
に
か
か
り
ゃ

す
く
な
り
ま
す
。
鼠
近
は
よ
い

殺
鼠
剤
が
製
剤
さ
れ
、
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
く
ら
よ
い

薬
剤
で
も
ネ
ズ
ミ
が
食
っ
て
く

れ
な
げ
れ
ば
な
ん
に
も
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
語
餌
の
し
か
け
方

に
い
ま

一
段
の
工
夫
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

〔
主
要
殺
鼠
剤
】

殺
ソ
剤
に
は
お
も
に
、
ク
マ
リ

ン
剤
、
燐
化
亜
鉛
剤
、
薫
燐
剤

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
各
々

佐
賀
が
異
な
る
の
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
研
究
し
て
使
用
す
る
と
と

で
す
。

【
殺
鼠
剤
の
配
置
場
所
】

常
に
鼠
が
食
物
を
あ
さ
り
に
来

る
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
た

と
え
ば
食
品
倉
庫
、
納
屋
、
物

置
、
食
室
、
調
理
場
、
ま
た
は

と
く
に
流
し
も
と
、
下
水
口
、厨

芥
容
器
付
近
、
食
器
棚
、
米
び

つ、

漬
物
桶
の
付
近
、
床
下
な

ど
好
適
で
す
。
あ
る
い
は
鼠
の

通
路
か
ら
少
し
離
れ
た
物
陰
で

鼠
に
発
見
さ
れ
易
い
場
所
な
ど

で
す
。

薬
剤
を
配
撹
す
る
に
あ
た
っ
て

注
意
し
な
り
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
は
、
①
卒
常
食
物
の
無
い
所

た
と
え
ば
タ
ン
ス
の
上
や
押
入

天
上
甚
な
ど
に
置
い
て
も
笹
戒

し
て
容
易
に
食
べ
ま
せ
ん
し
、

ま
た
鼠
の
通
路
ま
た
は
穴
の
前

な
ど
も
不
適
当
で
す
。

⑦
鼠
に

食
べ
ら
れ
そ
う
な
食
物
を
一
切

出
し
て
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

と
同
時
に
、
家
具
汁
器
な
ど
の

位
置
は
、
な
る
べ
く
卒
常
通
り

に
し
て
置
く
と
と
が
大
切
で
す


